
全日制普通科
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千葉県立佐倉南高等学校

浅見 智峰



自己紹介

•あさみ ともみね

•平成元年生まれの29歳

•千葉県の「情報採用」11人目

•所属は千葉県立佐倉南高等学校

•右図は今年度の時間割

（TT分も含みます）

※非公式不定期でブログやってます。
https://asami.chiba.jp
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はじめに
全高情研の開催に、感謝を！



ある先生の言葉

浅見：「先生、情報科が教えるべきは何でしょうか？」

浅見：「情報科では、何を教えるのでしょうか？」

N先生：「学習指導要領を読みなさい」

N先生：「答えはそこに書いてある」



学習指導要領（解説含む）を読んだ

•悩んだら読んだ
•悩まなくても読んだ
•とりあえずエディタで打ち込んだ
•トイレの中にも、常備して読んだ
•最終的に5回、買い直して読んだ

•それでもまだ、100％と思えない



学習指導要領（と解説）ってすごい

•知りたいことが（ほぼ）全部書いてある

•でもそれって・・・当たり前のこと。

•これを元にして、授業するんだから。
（※法的根拠の話はおいといて）



そして思いました

1. 我々はプロである

2. ゆえに、規則正しく暴走しよう

※共通教科情報は、あくまでも指導要領に則ろう。

※専門教科情報は、より発展的な内容を目指そう。



授業計画
社情の1学期はこれだ!!



今年度の計画



情報の活用と表現
情報とメディアの特徴
情報のディジタル化
情報の表現・伝達の工夫

情報通信ネットワークとコミュニケーション
コミュニケーション手段の発達
情報通信ネットワークの仕組み
情報通信ネットワークの活用とコミュニケーション

情報社会の課題と情報モラル
情報化が社会に及ぼす影響と課題
情報セキュリティの確保
情報社会における法と個人の責任

望ましい情報社会の構築
社会における情報システム
情報システムと人間
情報社会における問題の解決

学習指導要領ベースの
「社会と情報」の目標



情報の活用と表現
情報とメディアの特徴
情報のディジタル化
情報の表現・伝達の工夫

情報通信ネットワークとコミュニケーション
コミュニケーション手段の発達
情報通信ネットワークの仕組み
情報通信ネットワークの活用とコミュニケーション

情報社会の課題と情報モラル
情報化が社会に及ぼす影響と課題
情報セキュリティの確保
情報社会における法と個人の責任

望ましい情報社会の構築
社会における情報システム
情報システムと人間
情報社会における問題の解決

学習指導要領ベースの
「社会と情報」の目標

2学期

3学期



共通教科情報
～社会と情報～



社会と情報・ 【1学期】望ましい情報社会の構築
情報システムと人間 Exif/リテラシーの重要性

【情報技術に対する正しい理解とリテラシーの重要性 】

【第10回】情報技術に対する正しい理解と
リテラシーの重要性

「君たちが持っている機械は、こういう機械なんだ」
「学校が写真をアップロードしないでと言うのは、いろいろな理由があるけれど」
「情報科としては、情報技術に対する正しい理解とリテラシーの重要性を訴えたい」
「止めろと言うのではない、怖がれというのでもない。」
「正しく理解した上で、有効に使ってほしい」
「君たちは、どう思ったかな？」



1.スマートフォンに含まれる
GPS情報について
Googleロケーション記録を利用して、ログの存在を知る





2.スマートフォンで撮影した
写真について
生徒が撮影した写真を使って、Exif情報を覗いてみよう





3.情報の組み合わせ
ExifデータからGPSデータを取得して、MAPで写して情報とする。





生徒の反応

•「面白かった」

•「怖かった」

•「気をつけよう」

•「困ったら相談しよう」

• 「止めるのでもなく、怖がるのでもなく、正しく理解して使う
ことが重要であるということが伝わってきた」

ヤラセ・仕込み無し！



社会と情報・ 【3学期】情報のディジタル化
文字の表現、画像の表現

【光の三原色と画素】

【第4回】「ディジタル化が
身近な物であることに気付く」

「RGBって知ってる？」
「え、キャラクターデザイン・・・？」
「え、信号機・・・？」



【説明】



【作ってみよう】



【試してみよう】
本当にRGBなの? だって白いよ？



【これを】

By InspiredImages

https://pixabay.com/より引用

https://pixabay.com/ja/users/InspiredImages-57296/
https://pixabay.com/


【こう！】



【イメージ図】※ビー玉持ってくれば良かった…。



RGBを「光の強弱」という例えで説明

【与えている課題】
1. 全ての色を一番強く光らせたらどうなるだろうか？

2. 全ての色で光を消したらどうなるだろうか？

3. 黄色を表すにはどのようなバランスで光らせれば良いか？

【発展課題】
4. 「黒」も発光してるけど、何色が光ってるの？

5. スマホでは色が見えないのは何故？



生徒の反応

•「面白かった！すごい！」

•「白いのに青い！3色ある！」

•「まぶしければ白いので、なるほどと思った」

•「黒い光がなんだかわからない」

• 「スマホが雨で濡れた時に似たようなことが起きた」

ヤラセ・仕込み無し！



共通教科情報
情報の科学

※社会と情報 との違い



情報の科学・ 【1学期】コンピュータと情報通信ネットワーク
コンピュータと情報の処理

【画像のディジタル化】

【第3回】「情報のディジタル化」

「RGBって覚えてる？」
「1年生では、情報量についてやったよね？」
「よし、作って確かめよう」



【説明】

「モノクロ画像の仕組みはこうだ。」
「右の場合のデータ量は？」

5×5×1=25(bit)

25÷8=3.125 (bit→byte)

ファイルサイズ：約3byte



【例題】

200px*100pxのモノクロ画像 の データ量はいくつか？
1. 200(px)*100(px)*1(bit)=20000(bit)
2. 20000÷8= 2500(byte)
3. 2500byteは約2.5KB

【発展問題】（※後述）

200px*100pxのカラー画像(24bit)のデータ量はいくつか？
（省略）2.5＊24＝60

A.約60KB



【作ってみよう】
mspaintで、例題や問題のビットマップを実際に作成する

1. モノクロビットマップを作成する
2. 24bitでフルカラービットマップを作成する
3. フルカラーのビットマップは、色を変えても、お絵かきしても、

ファイルサイズが変わらないことを確認する



生徒の反応

•「面白かった」

•「文字を加えてもサイズが変わらないのは不思議」

•「計算がよく分からない」

• サイズが計算と違う

ヤラセ・仕込み無し！



専門教科情報
情報テクノロジー



情報テクノロジーとは？

学習指導要領解説 情報編より

•情報産業を支える情報テクノロジーの基礎的な知識と技術を習得させ，
実際に活用する能力と態度を育てる。

•情報テクノロジーでは「(1)ハードウェア，(2)ソフトウェア，(3)情報
システム」の内容を取り扱い、「指導に当たっては，学校や生徒の実
態に応じて，適切な情報技術を選択し，実習を中心にして扱うこ
と。」および「指導に当たっては，具体的な事例を通して，情報技術
の歴史的な変遷及び国際標準や業界標準となっている技術について扱
うこと。」



やっちゃえ！ （※少し強引な恣意的理解）

実践している内容とその前提

• 通年でArduinoを使って指導。

• C++風のArduino言語

• 活用していく中で通信の仕組みやプロトコルに触れる。

※S4AというScratchベースの言語もあるが、

C++風の方がドキュメントや資料が豊富で、生徒はそちらを選んだ。

※前提条件として、OSや応用ソフト、情報コンテンツやDBに関しては他の
科目で履修済であるからこそできる荒技です。



Arduino （※オープンソースのワンボードマイコン）



テーマ と ねらい

【テーマ】

肢体不自由・目が不自由など、ハンディキャップを持っている人たち
が社会に参加しやすくなる、そんなガジェットを開発しよう！

※チョット生活を便利にする、こんなのがあると楽、から始めよう！

※目指すは2020年。オリンピック/パラリンピックで実用だ！

【段階】

1. LEDを光らせよう！ （機器の制御とOUTPUT）

2. センサーを使いこなそう！ （INPUTと、種類を知る）

3. それらを組み合わせて、新たなガジェットを開発しよう



ねらい

•共生社会の実現に向けて、君たちのできることは何か？

• society5.0に向けて、君たちが身につける力は何か？

•既存の機能を組み合わせて、新たな価値を創造しよう！

•ものごとの構造を理解し、活用する力を身につけよう。

センサー・IoT・マイコン
からのアプローチ



ねらい （※曲解により、共通教科の目標ベース）

•情報技術を活用して、問題を解決する という一連の行動を全
員に体験させる

•身の回りの様々な事象を情報とその結びつきと捉え、問題の発
見・解決に向けて情報と情報技術を活用できるようにする

•情報社会に主体的に参画する態度を養う



指導方法と自分ルール その1

•プログラムに関しては、コピペOK 文献を探してコピペ

※その他、一切の「解答」を教えない

※何が分からないのか？どうすれば良いか？を問いかけ、
自分たちで問題解決をするように促し続ける

•最初はプログラム班と回路班に分けて指導し、協働して課題を
解決するように指導する

• 再構成して新たな価値を創造することは、既に身近なのだと理
解させるよう、意識する



指導方法と自分ルール その2

•毎授業を1つのPDCAサイクルとし、作品を動画で、振り返りを
点数化と分掌でGoogleClassroomに提出

•特別支援学校の先生と連携し、意見のすりあわせや、試作品の
テストを行なってもらう （※テストは未実施）

•評価には働きだけではなく、疑問を発したか、それを班員に教
えてもらったか（もしくは教えたか）、などの活動も含む



実践報告
情報テクノロジーでの作品たち



今年度、1学期の流れ

1. LEDを点滅させよう

2. 信号機を作ろう

3. PWMでアナログ的制御

4. センサーを使おう

5. センサーとLEDの組み合わせ

6. スイッチの利用

7. スイッチとプログラム

8. 組み合わせよう

9. ガジェット作成その1 （1学期のまとめ）



昨年度の様子

•教員が干渉しないため、

本当に自由なアイディアがでる

•完全に自分たちだけで問題を解決する

ため、出来たときの喜びようがハンパない



レポートの作成

•最終的に一人一つの作品を作成し

動作確認まで行い、改善点を洗い出す。



おわりに
情報科ってなんだろう？



昔の自分に答えてみた

過去の浅見：「情報科が教えるべきは何だろう？」

現在の浅見：「あらゆる情報の格差を無くすこと」



未来の自分にお願いしたい、3つのこと

UPDATEを欠かさないこと

・授業を更新し続けよう

・知識を更新し続けよう

・記録に残して、アウトプットしよう
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